


























【要約】

　本研究の目的は,リサーチクェションで示された実践的な食教育のための教材開発を進

めるに先立ち,全国的に実施されている食教育の目的,内容,方法,評価について実態を明ら

かにし,それを踏まえて,食教育のすすめ方の手順やポイントを示す作業マニュアルの項目

の抽出することである.

　食教育又はこれに準じる実践活動の記録(214件)の分析から,次の点が明らかになった.

(1)食教育の目的は不明瞭なものが多い,記述されている場合でも“保育所と家族が共に考

え,よく遊び,よく食べ,よく眠る元気な子を目指す”や“健やかな育ちを目指して－食生

活の見直し－”等の大目標のみを掲げており,幼児に何を習得して欲しいのかが曖昧なも

のが多い.

(2)二一ズアセスメンント,働きかけの実施,評価の手順を踏んで報告されているものは

11%弱であった．何らかの評価を試みているものは 26.2%であったが,目的と合致しない評

価指標が使われているものがほとんどである．

(3)教材や教具については,報告書の中での記述が多く,食教育をする者のこだわりを示す

と捉えられた．しかしながら,目的や対象児の学習ニーズとの関係が検討されないまま,教

材や教具の選択が行われているようであった.

　以上のことから,食教育を実施する上で,上記の内容を踏まえ,かっ自己チェックできる

マニュアルの項目が作成されれば,食教育のポイントを具体的に検討できる可能性がある

ことが明らかになった．


